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国策道路
の外環道



東京外環道とは 南の東名高速・喜多見を起点に、北の関越道・大
泉までを結ぶ16.2kmの高速道路。



３大湧水池等を貫く 大泉・八の釜、石神井池・三宝寺池、善福寺池、井の
頭池、実篤公園内湧水池、野川、みつ池



日本初の直径16ｍ大口径シールドトンネルを北行南行き2本掘削



外環道計画の経緯

• 1966年　都市計画が決定
• 1970年　町会ぐるみの大反対運動。10万人署名､国会包囲等々の
結果、国交大臣による［凍結宣言」

• 1999年　石原真太郎都知事が､大深度法活用を主張。
• 2000年　大深度使用に関する特別措置法成立、翌年施行
• 2001年　扇千景国交大臣が現地視察「立ち退かずに道路建設」
• 2009年　国幹会議にて整備計画決定・事業化
• 2014年　大深度使用認可
• 2015年　地中拡幅部追加の事業計画変更



まがい物の住民参加

• PFI(パブリック・インボルブメント方式）を採用。
• 町会等から住民委員が出て会議。住民は道路の必要性の有無から
検討することを期待し会議に臨む。国交省は建設ありきで話を進め
る。

• 2007年度の地域課題検討会の欺瞞。問題点と解決策をグループ
ワークで出させ、地域ごとのQ&Aをまとめた［対応の方針」を2009年
に公表したのみで、住民の疑問への回答はない。

• 東京都主催の武蔵野市、杉並区の地上部「外環の2」の話し合いの
会も同様で、報告書も出さず中断したまま。



住民たちの運動

• PI会議でのデータを駆使した質疑［公共事業と市民参加」
• 外環ネット　各地の検討会議メンバーによる情報交換の場として発
足。「私たちの地域課題検討会」「外環ウォーク」などの企画。事業化
後は、説明会等での質疑の場の設置などを継続。

• 2017年12月　大深度使用認可取消訴訟提訴。原告13名「住宅の真
下にトンネルはいらない！」

• 三鷹では、2006年度に外環事業化の住民投票運動を展開。1万12
21筆集めるも、2007年3月の議会で否決(清原市長(当時)も否定意
見）。2007年10月「市民による外環道路問題連絡会・三鷹」発足。外
環中止10万人署名スタート。ミニ集会、チラシ配布、選挙の度の候
補者アンケート等様々な活動を展開。



大深度地下使用法の隠蔽された権利侵害

• 憲法29条違反:財産権保障。公的収用は正当な補償が必要
• 所有権の侵害；無補償で地下の土を勝手に掘り出す。

• 地上に残る都市計画の制約：先買権と建築規制・荷重制限

• 根拠なかった「地上には何の影響もない」

• 通常利用しない地下は、実際は地上の建造物を支える地盤

• 本線は地下へ、でも地上にも都道「外環の2」計画が残る＝練馬から三
鷹までの区間は立ち退き。特に杉並・武蔵野は大深度区間だけなのに
。

民間となった高速道路株式会社で建設として事業化したが、実際には国とNEXCO東日本、中日本で3分の1
ずつ負担。東京都は1/5を分担。
大手ゼネコン4社が筆頭の４つの共同事業体JVが、南北2本2ヶ所計4件のシールドマシン工事を1抜け方式
で分担して請負う。中央JTの地中拡幅部の4ヶ所も同様の入札をしようとして談合疑惑となる。



調布市東つつじヶ丘の陥没
2020年10月18日(日）8時過ぎ、道路に亀裂
11時30頃　道路陥没。住民が警察通報
12時30頃　陥没拡大。
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トンネル施工等検討委員会有識者委員会中間報告資料調査状況







住民の被害状況　被害住民連絡会調査から

•  ■被害件数＊構造物被害、体感被害それぞれの複数被害（例：ヒビ＋ドアの傾き）は各戸「１」
としてカウント

• ・構造物被害（家屋・外回り）軒数＝５８軒

• 主な被害：室内（クロス）のヒビ15件／ドア・床の傾き19件／基礎部分の亀裂7件／塀・タイ

• ルの変状17件／コンクリートのひび割れ17件／段差の拡がり6件／門扉の開閉不具合5件等

• （※ヒビ割れ等がもともとあったか工事との因果関係が不明の場合は「なし」とした。

• 従って実際の被害軒数は更に多い可能性があり、また今後被害の増加も予想される。）

• ・体感被害（騒音・振動・低周波音等）軒数＝１０２軒

• 主な被害：騒音72件、振動95件、低周波音51件

• ■被害多発地域：東つつじヶ丘２丁目と若葉町１丁目の陥没現場に近接する地域

• ■体感被害発生時期：騒音・振動・低周波音ともに8月～10月に多発、特に9月に集中

• ■現在～将来の不安=  約９割が「ある」

• ・空洞・陥没の可能性の危険性について：不安がある89％（117人／131人中）

• ・地盤沈下の可能性について：不安がある86％（113人/131人中）

• ・資産価値の低下について：不安がある91％（119人／131人中）









三鷹市では？

• 20201年12月議会で一般質問
• 河村市長答弁；調布と同様の調査を三鷹市内でも実施するよう求め
る。原因究明と安全確保が重要。そのために工期が遅れても仕方が
ない。

• 10/18調布陥没の第一報を伝えたのは野村。
• 野村は16:30に現地到着19時近くまで滞在。住民からお話氏を伺い
、埋め戻し作業を見守る。

・河村市長は18時頃現地視察。
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